
 

 

 

 

 

 

日時  2024年６月15日（土） 13：30～15：00 

場所  日本城郭研究センター 2階大会議室 

講師  大谷 輝彦 氏（姫路城総合管理室 主幹） 

定員  １８０名（応募多数の場合は抽選） 

申込方法 事前申込制 下記①②いずれかの方法でお申し込みください。 

①  往復ハガキ（１通につき、１人まで） ５月20日（月）必着 

〒・住所・氏名(ふりかな)・電話番号を明記。返信ハガキに返送先の宛名を記入の上、下記申込先まで郵送して下さい。  

② インターネット申込（電子申請） ４月15日（月）～5月20日（月）17時まで 

城郭研究室HP「イベント」内のリンクからお申込みください。 

 

お問い合せ・お申込み先 

〒670-0012 姫路市本町68-258  姫路市立城郭研究室「世界遺産姫路城」係 ℡ 079-289-4877 

城郭研究室HP  https://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/  

※城郭研究室では、姫路城三の丸にあった御殿・櫓などの資料（古写真・古文書など）を探しています！ 

近年のインバウンド需要の影響もあり、文化財や自然物の世界遺産登録を目指す動きが、日本各地で

盛り上がりを見せています。姫路城が世界遺産に登録された平成5年（1993）当時と比べると、その

熱量には目を見張るものがあります。ですが、そもそもなぜ姫路城が日本で最初の世界遺産として選出

されたのか、その経緯や理由を皆様はご存じでしょうか？そこで今回の講演では、最新の世界遺産の動

向を踏まえながら、姫路城の世界遺産としての価値を改めて解き明かしてみたいと思います。 

世界遺産 Himeji-jo 

 

概要  

 姫路市内には、中世に播磨の守

護大名として君臨した赤松氏ゆ

かりの城がいくつか残っていま

す。坂本城跡と置塩城跡はその代

表といえるでしょう。平地に位置

する坂本城と険しい山上に築か

れた置塩城には歴史的なつなが

りがあり、最近の研究では16 世

紀の初め頃を境に赤松氏の政治

拠点が坂本から置塩に移ったこ

となどが次第に明らかになって

きました。今回はその２城につい

て考古学による調査成果を紹介
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